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また,チャツポミゴケ.ツルチョウテンゴケ,ヤノ

ネゴケに関して,純光合成速度を, _測定液の溶存酸素

濃度およびpHを変化させて測定し.前2者について

はさらに温度を変化させて測定した.いずれの種でも

港存酸素濃度は純光合成および呼吸速度に大きな影響

を与えなかった. -万, pHに関して,ヤノネゴケと

ツル千一ヨウチンゴケではpH 7付近で最寒純光合成速

度を示した.ツルチョウチンゴケは, pH5-8にお

いて高い純光合成速度を示したが. pH4ではpH7の

値の50%に抑制された.これに対し,デヤツボミゴケ

では, pH3-7にかけて高い純光合成速度が測定さ

れ. p王王4に最大値が認められた. pH8以上では活性

は顕著に低下した.一方pH2においては,純光合成

速度が0にまで低下した.温度に関しては,ツルチョ

ウテンゴケでは5-35。Cにおいて正の純光合成速度

を示し,最大値は25-35。Cで得られた..呼吸速度は

温度の上昇と共に少しずつ増加しtZ:一方.チャツボ

ミゴケでは　5-25-Cで正の純光合成速度を示したが,

35。Cでは負の値となった,これは, 35-Cにおいて呼吸

速度が著しく増加した結果であった.最大純光合成速

度は15-25-Cで得られた.

本研究によって得られた実験植物の光合成特性から,

これらの蘇苔類は採集地の環境下では,ほぼ正の生長

速度を維持できることが示唆された.しかし,本実験

では生理機能阻害が起きた環境でも,野外で生存して

,I_、T=例(pI王2の渓流で生存していたチャツボミゴケ)

もあり,このような醇苔類の生長と生理機能について.

今後さらに詳しく検討する必要がある.
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among some species of

苔類は,各細胞中に種によって特徴のある池体をも

ち,その中にテルペン化合物を充満させている.我が

国の山地車こ普通に見出されるムチゴケ属について.こ

の油体物質の種間変動を解明する目的で.本化学研究

に着手した.

ムチゴケ属のうち.広島近辺で最も容易に入手でき

るムチゴケを選んで採取し,屋内で3-4日風乾のあ

と.メタノ-ルに浸漬した.浸漬液を濃縮のあと,水

蒸気蒸留によって留出する油分を集めて分析に供した.

この油分は蒋層クロマトに大体6スポット,またガ

不クロマトグラフ(GOでSilicone SE-30充填剤

を用いても, DEGA-STを充填した分離管を用いても

図1に見るように. 10ピーク程度を示したので,各

ピーク成分を分離して構造解析を行い. 7種の主要成

図1.∵ムチゴケのセスキテルペン成分のガスクロマ

トグラフ

the genus Bazzama

分を(+)-α-pompene(l), (-)-β-pompene(2), (+)-bazz-

anene(3), 0-cuparene(4), .(-)-isobicyclogermacre-

nal(B), (+)-bazzanenol(6), (-)-S-cuparenol(7)として明

らかにした.
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図2.主要成分の構造式

そのうち　cuparene　はヒノキ属の1種から既に分

離されている化合物であり,また.われわれがbaz・

zanene　と命名した成分は,そののち　Trichosecium

rosiumから‖一体が分離されて構造決定された.そ

れぞれのセスキテルペノイドには,立体構造を考える

とき,右手と左手の関係にある2種類の化合物(対掌

体と呼ぶ)が存在し,両者を同じ化合物名で呼ぶこ

とになってい~る.旋光度を比較すると1.ムテゴケの
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cuparene　とbazzanerie -は共に他植物のものに対し

て,逆の方向にあった.

bazzanenolはbazzaneneが酸化されて生じるも、の

・であり. 0-∂-cuparenolは(-)-cupaneneにFriedel-

Craft反応とBayer-Viliger反応をさせて誘導でき

た.したがって,両セスキテルペノイドは. 0-cupa・

reneおよびbazzaneneと同じ対掌体系列に属するも

・のである.

ピ-ク(5)は.先年われわれがスギバゴケから分離,

構造決定しfcH-isobicyclogermacrenalであり,残

るα-pompeneと　β-pompeneは新セスキテルJ-(ノ

イドとして今回構造決定した.前者はbicyclogerma二

creneとの関連において,後二者は生合成的考察から.

共に上記4成分と同じ対掌体系列に入ることが推論で

きる.

したがって,ムチゴケのセスキテルペノイド類は,

他の苔類におけると同様に,高等植物のものとは逆の

対掌体系列に入ると結論できも.

次にコムチゴケ‥サケハムチゴケ,ヤマト云チ尋

ケ,タマゴハムチゴケ,ヨシナカムチゴケ,フタバLr・

チゴケ,エゾムチゴケの7種をさらに各地で採取して.

そのセスヰテルペソイドをガスクロマトグラフイ-を

利用して分析した.ムチゴケ,サケハムチゴケ,ヨシ

ナガムチゴケがβ-pompeneとbazzanen昌の炭化水

素に富んでいるのに対し「ヤマトムチゴケ,フタハム

チゴゲ,エゾムチゴケはβ-pompene, bazzan占neと

共にbazzanenolを多量に含有していた.ムチゴケは

両ゲル-プとは異なったパターンを示した.詳細は本
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